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第 1 章 DOS の 導入 


本 書 で は 、PC DOS J6.3/V (以降 、 特 に こと わら な い 限 り DOS と 呼ぶ ) を 正しく 導入 


する た め の 情 報 を 提供 し て いま す 。 導 入選 択 ガ イド の 表 (7 ペ ー ジ の 表 1 ) に 、 導 入 作業 
別に 参照 ペー ジ が 示し て あり ます の で 、 導 入 前 に ここ か ら 適 当 な ペー ジ を 参照 し て くだ 
さい 。 こ れ に よっ て スム ー ス な 導入 が 行え ます 。 


DOS の セッ ト ア ッ プ ・ プ ログ ラム は 、 導 入 が 効率 的 に 行え る よう に 情報 を 表示 し ま 
す 。 次 の よう に 、 選 択 に よっ て 作業 が 異な る 場合 に は 、 プ ロン プ ト で 確認 を 行い ます 。 

* ハー ド ・ デ ィ ス ク の 区 画 作成 ( 未 設定 の 場合 の み ) 

* ハー ド ・ デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト 

* 1.2MB デ ィ ス ケッ ト の 使用 

* シス テム の カス タマ イズ 情報 

* UMB メ モリ ー の 使用 

s 導入 先 ド ライ ブ と 導入 先 デ ィ レ クト リー 

es オプ ショ ン ・ ツ ー ル の 導入 の 選択 


e 前 の バー ジョ ン の DOS の バッ クア ッ プ 





導入 に あたっ て の 注意 事項 


DOS が すでに プリ ロー ド (プリ イン スト ー ル ) され た シス テム を お 求め の 方 は 、 本 書 
に 従っ て DOS の 新規 導入 を 行う 必要 は あり ませ ん 。 プ リロ ー ド され て いな い 機 能 を 導 
入 す る 場合 や 、 ハ ー ド ・ デ ィ ス ク の 区 画 再 設 定 や 交換 の た め 、DOS を 再 導 入 する 場合 
に の み 本 書 を 参照 し て くだ さい 。 


また 、 プ リロ ー ド され て いる シス テム に は 、DOS の ディ スケ ッ ト が 添付 され て いな い 
場合 も あり ます の で 、 別 紙 ガ イド に 従っ て バッ クア ッ プ ・ デ ィ ス ケッ ト を 作成 する か 、 
ご 購入 くだ さい 。 


UPGRADE (アッ プ グ レー ド ) 版 を ご 購入 の 方 は 、 こ れ か ら 導 入 し よう と する シス テ 
ム 上 に 以前 の バー ジョ ン の DOS が 導入 し て ある こと を 確認 し て くだ さい 。 以 前 の バー 
ジョ ン の DOS が 導入 され て いな い シ ステ ム に 、 UPGRADE 版 を 導入 する こと は で きま 
せん 。 


導入 に 関す る 注意 事項 お よび 問題 の 解決 方 法 が 、 本 書 の 第 2 章 , 『 問 題 の 解決 方 法 』 お 


よび README.TXT フ ァイル に 記述 され て いま す の で 参照 し て くだ さい 。 
README.TXT フ ァイル に つい て は 、24 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 
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ハー ドウ ェ ア 要 件 


DOS は 、680286、80386、80486、 お よび ペン ティ アム を ベー ス と する (80286 シ ステ 
ム で は いく つか の 機能 を 使用 で きま せん ) 、 す べ て の IBM PC お よび その 互換 機 で 稼働 


し 、 


最低 2MB の メモ リー を 必要 と し ます 。 (日 本 語 の フォ ント ROM を 持た な い プ リン 


ター に 日 本 語 を 印刷 する 場合 や 24 ド ッ ト ・ フ ォ ン ト を 表示 に 使用 する 場合 に は 3MB 必 
要 で す 。) また 、3.2 イ ンチ の 1.44MB デ ィ ス ケッ ト ・ ド ライ ブ が 1 台 (A ド ライ ブ と 
し て 使用 ) と 、 す べ て の オプ ショ ン ・ ツ ー ル を 導入 する 場合 に は 、 ハ ー ド ・ デ ィ ス ク に 
1SMB ( 非 圧縮 時 の 値 ) の 空き スペ ー ス が 必要 と な り ま す 。 





新しく 追加 され た PC DOS J6.3/V の 機能 
PC DOS J6.3/VY で は 、 次 の 機能 が 追加 また は 拡張 され まし た 。 


を 


対話 形式 の ブー ト 機 能 


新しい 対話 形式 の ブー ト 機 能 が 提供 され ます 。 こ の 機能 は 、 シ ステ ム の 初期 設定 時 
に +[F8] キ ー の 組み 合わ せ を 押す こと に よっ て 、 圧 縮 機 能 

(DBLSPACE.BIN フ ァイル ) の ロー ド を バイ パス し 、 さ ら に 、CONFIG.SYS と 
AUTOEXEC.BAT フ ァイル の 各行 の コマ ンド を 1 つ ず つ 確 認 し な が ら 実 行 で きま 
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COMIMIAND コ マン ド の ステ ッ プ 実行 


COMMAND.COM に 新しい スイ ッ チ (/Y) が 追加 され まし た 。 こ の スイ ッ チ を 使う 
と 、 バ パッチ ・ フ ァイル を ステ ッ プ ご と に 実行 で きま す 。 


コピ ー (移動 ) 時 の 上 書き 警告 


COPY、XCOPY、 お よび MOVE コ マン ド で 、 同 一 の ファ イル 名 を 持つ ファ イル が 
コピ ー (移動 ) 先 に 存在 する と 、 上 書き の 確認 メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


SMIARTDRV デ バイ ス ・ ド ライ バー 
SMARTDRV 和 機能 の 拡張 に より 、CD-ROM の キャ ッ シ ン グ が サポ ー ト され ます 。 
MISCDEX**※ コ マン ド 


MSCDEX※ コ マン ド の 追加 に より 、CD-ROM ド ライ ブ の 使用 が サポ ー ト され ま 
す 。 


IBM アン チ ウ ィ ル ス 


IBM アン チ ウ ィ ル ス の 機能 拡張 に より 、SatanBug、Stelboo、 お よび D3 を 含む 
2.000 種 以上 の ウィ ルス を 認識 で きま す 。 


RAIMIBOOST 


KAMBoost 機 能 が 大 幅 に 拡張 され 、DOS=UMB の ビル トイ ン ・ サ ポー ト 、 複 数 シ 
ステ ム 構 成 の サボ ー ト な ど が 実現 し まし た 。 


EK エディ ター 


E エ ディ ター に 、 新 し く ALL コ マン ド が 追加 され まし た 。 こ れ に よっ て 、 文 字 列 の 
検索 機能 が 強化 され ます 。 
QDATE、QTIME コ マン ド は 削除 され まし た 。 


区 切り 文字 の サポ ボー ト 


CHKDSK、DIR、FORMAT、 お よび MEM コ マン ド で 、 数 値 を 3 桁 ご と に 区 切る 
文字 (カン マ ) が つき ます 。 


区 切り 文字 つ けた く な い 場 合 は 、 コ マン ド ・ プ ロン プ ト か ら SET コ マン ド で 、 
SET NO _ SEP=ON を 入力 し ます 。 再 び 区 切り 文字 を 表示 する に は 、 

SET NO_SEP= を 指定 し ます 。 

DEFRAG コ マン ド 


DEFRAG.EXE の 機能 拡張 に より 、XMS メ モリ ー を 使っ て 、 よ り 大 き な ハ ー ド ・ 
ディ スク ・ フ ァイル も 最適 化 で きま す 。 


DISKCOPY コ マン ド 


DISKCOPY で 、 デ ィ ス ケッ ト を 何 回 も 差し 替え る 必要 な く な り ま し た 。 
DISKCOPYJ.COM は 、 デ フォ ルト 時 の 設定 で ユー ザー の ハー ド ・ デ ィ ス ク を 一 時 
記憶 域 と し て 使う の で 、 デ ィ ス ケッ ト 1 枚 分 の デー タ を 一 度 に コピ ー で きま す 。 ハ 
ー ド ・ デ ィ ス ク を 使い た く な い 場 合 は 、/M ス イッ チ を 指定 すれ ば 基本 メモ リー し 
か 使い ませ ん 。 


SuperStor/DS*※ 


MS-DOS バ ー ジ ョ ン 6.2 DoubleSpace** の 機能 拡張 に 伴っ て 、 PC DOS J6.3/V の 
デー タ 圧 縮 プ ログ ラム の 機能 も 拡張 され まし た 。 


CPBACKUP 
次 の IBM テー プ 装 置 が 新た に サポ ー ト され ます 。 


ー Ss.0 GB 8mm 

ー 4.0 GB 4mm DAT (デジ タル ・ オ ー デ ィ オ ・ テ ー ブ プ ) 
ー 2.0 GB 4mm DAT 

ー 122 GB QIC (1/4 イ ンチ ・ カ ー ト リッ ジ ) 

ー IBM SCSI MCA テ ー プ ・ ド ライ ブ 


V-Text で の 拡大 テキ スト ・ モ ー ド の サポ ー ト 


V-Text 機 能 の 拡張 と し て 、 拡 大 テキ スト ・ モ ー ド が サポ ボート され ます 。 こ の モー 
ド で は 、VGA 上 で 、24 また は 32 ドッ ト ・ フ ォ ン ト の 文字 を 表示 する こと が で き 
ます 。 (た だ し 、32 ド ッ ト ・ フ ォ ン ト は 16 ド ッ ト ・ フ ォ ン ト を 2 借 に し た も の で 
す 。) これ に より 、 パ ー ム トッ プ ま た は サブ ノー トブ ッ ク な どの 超 小 型 マ シン 上 
で 、 よ り 視 認 性 に 優れ た 環境 を 提供 し ます 。 

セッ ト ア ッ プ ・ プ ログ ラム 


ー 1.2MB デ ィ ス ケッ ト の 使用 
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3.5 イ ンチ 、1.2MB デ ィ ス ケッ ト を 使用 で きる よう に シス テム を 構成 で きま 
す 。1.2MB デ ィ ス ケッ ト の 使用 を 「 は い 」 と 選択 する と 、CONFIG.SYS フ ァ 
イル に 必要 な ステ ー ト メン ト が 追加 され ます 。 


ー 複数 シス テム 構成 の サポ ー ト 


PC DOS J6.1/V で 提供 され た 複数 シス テム 構成 機能 を サポ ー ト し ます 。 ユ ー 
ザー は 、 セ ッ ト ア ッ プ ・ プ ログ ラム が CONFIG.SYS フ ァイル 中 の どの ブロ ッ 
ク を 更新 する か を 選択 で きま す 。 


ー 導入 先 ド ライ ブ の フォ ー マ ッ ト 


DOS を 導入 する 前 に 、 導 入 先 の ドラ イブ を フォ ー マ ッ ト す る か どう か を 選択 
で きま す 。 デ フォ ルト (省略 時 値 ) で は 、 フ フォー マット を し な いで 上 書き 導入 
az 示す 。 


全 OOCONEIG 

認識 で きる シス テム や アダ プター・ カ ー ド の 種類 が 増え まし た 。 
新しい キー ボー ド の サポ ー ト (英語 モー ド の み ) 

マケドニア と セル ビア の キー ボー ド 配 列 が 新た に サポ ボート され ます 。 





選択 可能 な オプ ショ ン ・ ツ ー ル 
DOS に は 次 の よう な 新しい オプ ショ ン ・ ツ ー ル が あり ます 。 ど の ツー ル を 導入 する か 
は 、 セ ッ ト ア ッ プ 時 に 選択 で きま す 。 


注 : 日 本 語 Microsoft** Windows V3.1 を 導入 し て いな い 場 合 に は 、Windows 用 の オ 
プシ ョ ン ・ ツ ー ル の 選択 画面 は 表示 され ませ ん 。 


IBM* ア ンチ ウィ ルス V1.02 
ウィ ルス の 侵入 阻止 と 走査 と 除去 を 行う プロ グラ ム で す 。DOS 用 と Windows 
用 が あり ます 。DOS 用 は さら に 日 本 語 モ ー ド 用 と 英語 モー ド 用 が あり ます 。 
英語 モー ド で この オプ ショ ン ・ ツ ー ル を 使用 し な い 方 は 、 英 語 版 の 導入 を 省く 
こと が で きま す 。 これ に より 、 ハ ー ド ・ デ ィ ス ク の スペ ー ス が 約 930KB 節 約 
で きま す 。Windows 用 は 日 本 語 用 の み で す 。 


IBM DOS シ ェ ル 
フル スク リー ン 画 面 か ら 対 話 形 式 で ファ イル を 操作 する プロ グラ ム で す 。 日 本 
語 モ ー ド 用 と 英語 モー ド 用 が あり ます 。 英語 モー ド で この オプ ショ ン ・ ツ ー ル 
を 使用 し な い 方 は 、 英 語 版 の 導入 を 省く こと が で きま す 。 これ に より 、 ハ ー 
ド ・ デ ィ ス ク の スペ ー ス が 約 360KB 節 約 で きま す 。 


Central Poin な * バ ッ ク ア ッ プ 
フル スク リー ン の 画面 か ら 対話 形式 で ファ イル の バッ クア ッ プ と 復元 を 行う プ 
ログ ラム で す 。DOS 用 と Windows 用 が あり ます 。DOS 用 は さら に 日 本 語 モ ー 
ド 用 と 英語 モー ド 用 が あり ます 。 英語 モー ド で この オプ ショ ン ・ ツ ー ル を 使用 
し な い 方 は 、 英 語 版 の 導入 を 省く こと が で きま す 。 こ れ に より 、 ハ ー ド ・ デ ィ 
スク の スペ ー ス が 約 1,160KB 節 約 で きま す 。 Windows 用 は 日 本 語 用 の み で 
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SuperStor/DS** デ ィ ス ク 有 圧縮 
ディ スク 内 部 の ファ イル を 圧縮 し 、 約 2 倍 前 後 ( フ ァイル の 種類 に より 変化 し ま 
す ) の ディ スク が 使え る よう に な り ま す 。 英語 モー ド で この オプ ショ ン ・ ツ ー 
ル を 使用 し な い 方 は 、 英 語 版 の 導入 を 省く こと が で きま す 。 こ れ に より 、 ハ バー 
ド ・ デ ィ ス ク の スペ ー ス が 約 550KB 節 約 で きま す 。 


IBM PenDOS デ * 
ペン 主体 の アプ リケーション や マウ ス を ペン の 代わ り に 使用 する アプ リ ケ ー シ 
ョ ン が 使用 で きま す 。 

Phoenix** PCMCIA** サ ポー ト 
PCMCIA (Personal Computer Memory Card International Association) は 
PCMCIA ソ ケッ ト の ある コン ピュ ー タ ー で PCMCIA 装 置 を サポ ー ト し ます 。 
この クレ ジッ ト ・ カ ー ド ・ サ イズ の 装置 は 、 こ れ ら の ソケット に 挿入 し て 、 コ 
ンピュータ ー の 機能 を 拡張 し ます 。 

Central Point ア ン デ リー ト 
ファ イル の 復元 を フル スク リー ン 画 面 か ら 対話 形式 で 行う プロ グラ ム で す 。 
DOS 用 と Windows 用 が あり ます 。DOS 用 は 日 本 語 モ ー ド と 英語 モー ド の 両方 


を 無 条件 に 導入 し ます 。 導 入 の 選択 が で きる の は Windows 用 (日 本 語 ) の み 
で す 。 





その 他 の DOS 導 入 機能 
以下 の 項目 の 変更 が 導入 時 に 可能 で す 。 


・ 現在 の 時 刻 と 日 付 

・ プリ ンタ ー の 選択 

・ 導入 先 の 指定 

。 UMB を 使用 する / し な い ( 新 規 導 入 の み ) 

・ キー ボー ド の 選択 

テー ド ディ スウ み の ア ォ ー マ ッ ト 

* 1.2MB デ ィ ス ケッ ト を 使用 する 使用 し な い 


s 前 の バー ジョ ン の DOS の バッ クア ッ プ 





SETUP コ マン ド と オプ ショ ン 
SETUP コ マン ド は DOS を 導入 する 場合 に 使用 し ます 。SETUP コ マン ド は 導入 ディ ス 


ケッ ト (DISK 1) に あり ます 。 コ マン ド 行 か ら setup /? と 入力 し 、 (改行 ) キ 
ー を 押す と ヘル プ が 表示 され ます 。 
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SETUP コ マン ド の 書式 は 以下 の と お り で す 。 


setup [/a][/b][/e] [/p]t:77epg7][/u] [/w] 


オプ ショ ン ・ ス イッ チ 


以下 は SETUP コ マン ド で 使用 で きる スイ ッ チ と その 概要 で す 。 通 常 の 導入 で は 指定 す 
る 必要 は あり ませ ん 。 以 降 の 導入 手順 の 中 で 特に 指定 を 行っ た 場合 の み 使用 し て くだ さ 


い 。 

/a 

/b 

/e 

/p 
/t:/7/ep77 


/u 


/w 


LAN サ ー バ ー 管 理 者 の 導入 オプ ショ ン を 指定 し ます 。 

カラ ー で な く モ ノ ク ロ ・ デ ィ ス プレ イ で の 導入 の 際 に 指定 し ます 。 
DOS フ ァイル を コピ ー せ ず に 、DOS ツ ー ル だ け を 導入 し ます 。 
DOS と 互換 性 の な い デ ィ ス ク に 導入 する 際 に 使い ます 。 

DOS フ ァイル を コピ ー す る 宛先 パス を 指定 し ます 。 


導入 され て いる DOS を アン イン スト ー ル (バッ クア ッ プ し た ファ イル 
を 復元 ) す る 場合 に 使い ます 。 


Windows V3.1 の ディ レク トリ ー が 発見 で き な く て も 、 Windows の ソ 
ー ル 類 を 導入 する 際 に 使用 し ます 。 


正しい 導入 手順 の 選択 
次 の 表 か ら 最 も 適当 な 導入 を 選択 し て くだ さい 。 


華 /. 訂 ス 選 記 ガブ が 


導入 の 種類 この ペー ジ を 参照 し て くだ さい 






DOS を 初め て 導入 する 場合 で 、 コ ンピュータ ー に は 何 
も 他 の シス テム が 導入 され て いな い 場 合 


新しい ハー ド ・ デ ィ ス ク 、 新 し く フ ォ ー マ ッ ト し た ハ 
ー ド ・ デ ィ ス ク 、 区 画 設 定 し た ハー ド ・ デ ィ ス ク に 
DOS を 導入 する 場合 








以前 の バー ジョ ン の DOS が 導入 され て いる シス テム 
で 、 DOS を ハー ド ・ デ ィ ス ク に 導入 する 場合 





Windows が 導入 済み の コン ピュ ー タ ー に DOS を 導入 す 
る 場合 


ドラ イブ C 以 外 の ドラ イブ に DOS を 導入 する 場合 


OS/2 が 導入 済み の コン ピュ ー タ ー に DOS を 導入 する 場 
どっ コ 


ロ 


ェ ー ーー 
し ハ し う | ト つ っ 


ェ ー ス 


あな た が 、DOS を 導入 する 責任 の ある LAN 管 理 者 の 場 
と っ 


ロロ 





こ J 


あな た が DOS を アッ プ グ レー ド す る 必要 の ある LAN ユ 
ー ザ ー の 場合 


圧縮 ドラ イブ に DOS を 導入 する 場合 
ディ スケ ッ ト で DOS の 機能 を 使い た い 場 合 
ディ スケ ッ ト へ DOS を 導入 する 場合 


DOS 導 入 後 、OS/2 二 重 ブ ー ト が 使い た い 場 合 


\ 〇 


ト っ 


ーー ーー 


DOS を アン イン スト ー ル し た い 場 合 


ト っ 


すでに PC DOS J6.3/V が 導入 され て いる シス テム に 


DOS を 再 導入 し た い 場 合 






ト っ 
心 


DOS の README.TXT フ ァイル を 使う 必要 が ある 場合 
オプ ショ ン ・ ツ ー ル を 追加 し て 導入 する 必要 が ある 場 
どっ コ 


ロ 


導入 で 問題 が ある 場合 





ト っ 
ト っ 


「 
( ハ 
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DOS の 導入 (標準 導入 ) 
DOS の セッ ト ア ッ プ ・ プ ログ ラム は 、 特 に 指定 し な い 限 り 、DOS を ドラ イブ C の ハー 
ド ・ デ ィ ス ク に 導入 し ます 。 ( 他 の ディ スク を 選択 する 場合 は 、12 ペ ー ジ の 『 ド ライ 
ブ C 以 外 の ドラ イブ へ の DOS の 導入 』 を 参照 。) 


注 : 


1. ハー ド ・ デ ィ ス ク ・ ス ペー ス の 要件 に つい て は 、 第 2 章 。 『 問 題 の 解決 方 法 』 を 参 
昭 し て くだ さい 。 


2. 同名 の ファ イル が 指定 し た ディ レク トリ ー に ある 場合 に は 、 そ の まま 置き 換え ま 
す 。 導入 前 に 指定 する DOS の ディ レク トリ ー に 、 重 要 な ファ イル や コマ ンド が な 
いこ と を 確認 し て か ら 、 導 入 を 行っ て くだ さい 。 


コン ピュ ー タ ー に Windows が 導入 され て いる 場合 、 セット アッ プ ・ ブ ログ ラム は 
RAMSETUP 用 に 、Windows の パス を WIN$ と いう 名 前 の 環境 変数 に 設定 し ます 。 
RAMSETUP は この 環境 変数 を 使っ て AUTOEXEC.BAT フ ァイル に コマ ンド を 追加 
し 、 ま た SYSTEM.INI フ ァイル に MONOUMB.386 ス テー トメ ント を 追加 し ます 。 


セッ ト ア ッ プ 中 に 選択 や 手順 で 疑問 が 生じ た 場合 に は 、 キー で ヘル プ 情 報 を 参照 
し て くだ さい 。 


礎 ディ スケ グッ 人 か ら り OS を ブー トム と 導 ス する 


/ ドラ イブ A に 導入 ディ スケ ッ ト (DISK 1) を 挿入 し て くだ さい 。 


2 コン ピュ ー タ ー の 電源 を 入れ る 、 ま た は [Ctrl1] +[Alt] +[Del] キー([Ctrl] キ 
ー と [Alt キー を 押し な が ら [Del | キー を 押す こと で す ) を 押し て 、 コ ンピュータ 
ー を 再 始 動 し て くだ さい 。DOS 導 入 の 初期 画面 が 表示 され ます 。 


に (改行 ) キ ー を 押し て 続け て くだ さい 。 


参考 ′ ハー ド ・ デ ィ ス ク が 新しく 、 区 画 が 設定 され て いな い 場 合 に は 、 ハ ー 
ド ・ デ ィ ス ク の 一 部 また は 全部 を PC DOS に 割 振る か どう か の 選択 画面 が 
ここ で 現れ ます 。「 全 部 を 割 振る 」 を 選択 する と 、 一 度 再 始 動 し て か ら 、 
この セッ ト ア ッ プ に 戻り ます 。 「 一 部 を 割 振る 」 を 選択 する と 、FDISK コ 
マン ド を 自動 的 に 実行 し ます 。 こ の 場合 は 画面 に 従っ て 、 基 本 区 画 、 拡 張 
区 画 、 論 理 デ ィ ス ク の 順に 設定 し て 、 活 動 区 画 の 設定 を 行っ て くだ さい 。 
FDISK 終 了 後 、 一 度 再 始動 し て 、 こ の セッ ト ア ッ プ に 戻り ます 。FDISK 
コマ ンド に つい て よく わか ら な い めい 場合 は 、「 全 部 を 割 振る 」 を 選択 し て く 
だ さい 。 


次 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 


PC DOS パー ジョ ン J6.3/V セッ ト ア ッ プ 


省略 時 設定 ( 
。 Enter( 


1 
) キ ー を 押し て くだ 
を 選択 し 。Enter( 


い 。 
・ ド ライ バー を UMB に 読み 込む 
ライ ブ を フォ ー マ ッ ト し な い 。 


上 記 の 設定 で よい 。 


Enter( 改 行 ) = 続行 Fl= ヘ ルプ F3= 終 了 





ここ で は 、 時 刻 と 日 付 の 選択 、 キ ー ボ ー ド の 種類 、 プ リン ター の 種類 、UMB の 

使用 ノ 不 使用 、 1.2MB デ ィ ス ケッ ト の 使用 ノ 不 使用 、 導 入 パ ス 、 お よび 導入 先 

ドラ イブ の フォ ー マ ッ ト が 選択 で きま す 。 

・ [ 1 ] また は [ ! ] キー を 使っ て 変更 し た い 項 目 を カー ソル で 選択 し て くだ さ 
い ヽ 。 


。 変更 し た い 項 目 の と ころ で [Enter| (改行 ) キ ー を 押し て くだ さい 。 選 択 を 終 
わる と 、 元 の 画面 に 戻り ます 。 


「 フ ォ ー マ ッ ト 」 を 選択 する と 、 導 入 先 ド ライ ブ を フォ ー マ ッ ト す る か どう 

か を 指定 する パネ ル が 表示 され ます 。 導入 先 ドラ イブ を フォ ー マ ッ ト す る 場 
合 は 、「 導 入 先 ドラ イブ を フォ ー マ ッ ト す る 」 を 選択 し て くだ さい 。 次 に フ 
ォ ー マ ッ ト を 確認 する パネ ル が 表示 され ます の で 、 「 は い 」 を 選択 し て くだ 
さい 。 そ の 場合 | フォー マッ ト 先 の ドラ イブ の 中 に ある ファ イル は すべ て 消 
去 さ れ ま す 。 必要 な ファ イル が な いか を 確認 し て か ら 、 上 記 作 業 を 行っ て く 
だ さい 。 


注 : 


a. この 時 点 で は 、 フ ォ ー マ ッ ト は 行わ れ ま せん 。 オ プシ ョ ン ・ ツ ー ル の 選 
択 が 終了 し て 実際 に ファ イル を コピ ー す る 直前 に 行わ れ ま す 。 


b. フォ ー マ ッ ト さ れる の は 、 導 入 先 の パス で 指定 し た ドラ イブ の み で す 。 
他 の ドラ イブ は フォ ー マ ッ ト さ れ ま せん 。 


3.5 イ ンチ 、1.2MB の ディ スケ ッ ト は 、 交 社 製 の シス テム で 3 モー ド ま た は 4 

モー ド の ディ スケ ッ ト ・ ド ライ ブ を サポ ボー ト し て いる シス テム で 使用 で きま 

す 。 

注 : 互換 機 を お 使い の 方 は 、 そ の シス テム の ROM BIOS が 3.5 イ ンチ ナチ 、 
1.2MB の ディ スケ ッ ト を サポ ー ト し て いる か どう か を 確認 し て か ら 選 
択 し て くだ さい 。 


・ [ ! キー を 押し て 「 上 記 の 設定 で よい 。」 を 選択 し ます 。 


第 1 章 DOS の 導入 ゆり 


10 


グ 選択 項目 が 正しけれ ば [Enter] (改行 ) キ ー を 押し て くだ さい 。 
次 に オプ ショ ン ・ ツ ー ル の 選択 パネ ル が 表示 され ます 。 


PC DOS バー ジョ ン J6.3/V セッ ト ア ッ プ 


ツー ル 用 に 使用 で きる ディ スク ・ ス ペー ス : XXXXX KB 
オプ ショ ン ・ パ ネル 1/4 


IBM アン チ ウ ィ ル ス /DOS V1.02 ・ いい え 


IBM アン チ ウ ィ ル ス /D0S V1.02 : いい え 
IBM DOS シェ ル (日 本 語 ) : いい え 
IBM DOS シェ ル (英語 ) 369 KB : いい え 


上 記 の オプ ショ ン で よい 。 


Enter( 改 行 )= 続 行 F1h= ヘ ルプ F3= 終 了 





また は [ ! ] キー を 使っ て 変更 し た い 項 目 を カー ソル で 選択 し て くだ さ 
い 。 


。 変更 し た い 項 目 の と ころ で [Enter| (改行 ) キ ー を 押し て くだ さい 。 選 択 は 
「 い いえ 」 か ら 「 は い 」 ま た は 「 は い 」 か ら 「 い いえ 」 に な り ま す 。 


[ ! ] キー を 押し て 、「 上 記 の オプ ショ ン で よい 。」 を 選択 し ます 。 


注 : PC DOS J6.1/V を 導入 済み の ユー ザー の 方 は 、J6.1/V で 導入 し て いる すべ 
て の オプ ショ ン を 選択 し て くだ さい 。 そ うし な いと 、J6.1/V の ツー ル と 
J6.3/V の ツー ル が 混在 する こと に な り 、 後 々 の 問題 解析 な ど に 支障 を きた 
すこ と が あり ます 。 


う 選択 項目 が すべ て 正しけれ ば [Enter| (改行 ) キ ー を 押し て くだ さい 。 


の ご の あと オプ ショ アシ ャ ツー ル の 第 、 三 。 第 四 選 択 パ ネル が 順番 に 表示 され ま 
す 。 同様 に 必要 な ツー ル を 選択 し て くだ さい 。 


参考 : 第 三 選択 パネ ル は 、Windows が すでに 導入 済み の 場合 に の み 表示 され 
ます 。 強 制 的 に 第 三 選 択 パ ネル を 表示 する に は 、[F3] キー で 一 度 終了 し 、 
コマ ンド 行か ら 再 度 setup /w で セッ ト ア ッ プ ・ ブ ログ ラム を 始動 し 、 最 
初 か ら や り 直 し て くだ さい 。 

注 : PenDOS の 使用 を 「 は い 」 と 指定 し た 場合 、 デ ィ ジ タイ ザー を 選択 する パ 
ネル が 表示 され ます 。 マ ウス を ペン の 代わ り と し て 使用 する 場合 に は 
「Mouse」 を 、 そ われ 以外 の 場合 に は 接続 され て いる タブ レッ ト を 指定 し て 
くだ さい 。 


/ 画面 に 従っ て 、 残 り の ディ スケ ッ ト を 順番 に 挿入 し て 導入 を 行っ て くだ さい 。 


注 ・ すべ て の オプ ショ ン ・ ツ ー ル の 導入 を 選択 し な か っ た 場合 は 、 選 択 し な か 
っ た オプ ショ ン ・ ツ ー ル の ディ スケ ッ ト を 使わ な い の で 、 全 部 の ディ スケ 
ッ ト を 使わ な い 場 合 も あり ます 。 


@ BC DOS J6.1/V を 導入 し て いて 複数 シス テム 構成 機能 を お 使い の 場合 は 、 
CONFIG.SYS フ ァイル を 複数 シス テム 構成 の まま 更新 する か 、 複 数 シス テム 構 
成 な し で 新規 に 作成 する か を 選択 する パネ ル が 表示 され ます 。 前 者 を 選択 し た 場 
合 は 、 さ ら に CONFIG.SYS フ ァイル 中 の どの ブロ ッ ク を 更新 する か を 選択 する 
パネ ル が 表示 され ます 。 更 新 す る プロ ッ ク を 選択 し て くだ さい 。 


1. 導入 中 に エラ ー が 起こ っ た 場合 に は 、 第 2 章 , 『 問 題 の 解決 方 法 』 を 参照 し て くだ 
さい 。 セ ッ ト ア ッ プ 中 の エラ ー の 対処 方 法 を 説明 し て いま す 。 ( 


2. オプ ショ ン ・ ツ ー ル の 導入 は 、 あ と か ら /e ス イッ チ を 使っ て も 行え ます (22 ペ ー 
ジ の 「『DOS の 再 導 入 』 を 参照 )。 


礎 チ で に 必 落 の バージョン の り OS み 鳩 動 し と て いる シス テム だり OS を 導入 ずる 

警告 : IBM DOS K3.x, J4.0, JS.0 (以降 J-DOS と 呼び ます 。 こ れ は 弊社 が 提供 
し て いる も う 1 つの DOS の こと で 、 DOS/V の こと で は あり ませ ん 。) に DOS を 導入 
する と き に は 十分 注意 が 必要 で す 。DOS を 導入 する と 、J-DOS 用 の アプ リ ケ ー シ ョ 


ン ・ プ ログ ラム は 使用 で き な く な り ま す 。DOS JS.0 の DOS/ ツ モー ド だ け を 、J6.3/Y 
に アッ プ グ レー ド す る こと は で きま せん 。 


/ コン ピュ ー タ ー の 電源 を 入れ 、 現 在 お 使い の DOS シ ステ ム を 始動 し て くだ さ 
いい 。 


注 ・ J_DOS の 上 に DOS を 導入 する と き は 、 必 ず 、DOS の DISK 1 で シス テム を 
始動 する 必要 が あり ます 。 導 入 プ ログ ラム は J-DOS 上 で は 正しく 動作 し ま 
せん 。 

2 導入 ディ スケ ッ ト (DISK 1) を ドラ イブ A に 挿入 し て くだ さい 。 


づ 次 の コマ ンド を 入力 し て (改行 ) キ ー を 押し て くだ さい 。 


a:SetUD 


DOS 導 入 の 初期 画面 が 表示 され ます 。 


グ あと は 手順 3 (86 ページ) か ら 続 け て 行っ て くだ さい 。 
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に ] 
* @ 
注 : 


オプション ・ ツ ー ル の 導入 は 、 あ と か ら /e ス イッ チ を 使っ て も 行え ます (22 ペ ー 


ジ の 『DOS の 再 導入 』 を 参照 。) 


. 既存 の DOS の 上 に 導入 し た 場合 は セッ ト ア ッ プ ・ プ ログ ラム が CONFIG.SYS と 


AUTOEXEC.BAT フ ァイル を 更新 し 、 オ リ ジ ナ ル の ファ イル は CONFIG.OLD と 
AUTOEXEC.OLD と いう 名 前 で 保存 され ます 。 弊社 の DOS/V ま た は Microsofft 社 
の 提供 する MS-DOS 6.2/V の 場合 は 、 セ ッ ト ア ッ プ ・ プ ログ ラム は 既存 の 
CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT フ ァイル を 解析 し て 6.3/V 用 の 変更 を 加え ま 
す 。 そ れ 以 外 の DOS の 場合 は 、6.3/V 用 の CONFIG.SYS と AUITOEXEC.BAT フ ァ 
イル を 新規 に 作成 し ます 。 


SETUP コマ ンド で は 、 導 入 時 に 、 未 フォ ー マ ッ ト の 領域 を フォ ー マ ッ ト す る こと 


が で きま す 。SETUP コマ ンド を DOS 3.3 以 下 の シ ステ ム で 実行 し た 場合 、 領 域 の 
フォ ー マ ッ ト が で き な い か も 知れ ませ ん 。 フ ォ ー マ ッ ト で き な い 場合 、DOS の 
DISK 1 か ら シ ステ ム を 始動 する か 、 前 の バー ジョ ン の DOS で 領域 を フォ ー マ ッ 
ト し て くだ さい 。 


. SETVER を DOS の 導入 時 に 正しく 更新 する に は 、 前 の バー ジョ ン の DOS の パ 


ス を 正確 に 指定 し な けれ ば な り ま せん 。 間違っ た パス を 指定 し た 場合 は 、 セ ッ ト ア 
ッ プ ・ プ ログ ラム は SETVER を 正しく 更新 で きま せん 。 


ドラ イブ C 以 外 の ドラ イブ へ の DOS の 導入 
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すう で 
ィ 届 
ます : 


に 区 画 を 分 けた 論理 ディ スク が ある 場合 は 、DOS デ ィ レ クト リー を 、 そ の 論理 デ 
ク (た と えば ドラ イブ D) また は 「DOS」 以 上 の サブ ディ レク トリ ー に 導入 で き 


。 始動 に 必要 な シス テム ・ フ ァイル な ど は 基本 区 画 の ドラ イブ C に 導入 され ます 。 


それ 以外 の ファ イル は 指定 され た ドラ イブ に 導入 され ます 。 


7 


ノ 
う 
ノ 


注 : 


8 ペー ジ の 手順 に 従っ て 、DOS の 導入 を 開始 し て くだ さい 。 
9 ペー ジ の 画面 が 表示 され た と ころ で 、「 導 入 先 の パス 」 を 選択 し て くだ さい 。 
(履行) キー を 押し て くだ さい 。 


DOS を 導入 する ドラ イブ と ディ レク トリ ー を 入力 し て [Enter| (改行 ) キ ー を 押 
し て くだ さい 。 


あと は 画面 に 従っ て 導入 を 続け て くだ さい 。 


ドラ イブ C 以 外 を 選択 し て も 、 ル ー ト ・ デ ィ レ クト リー に コピ ー さ れる べき シス 
テム ・ フ ァイル な ど は 、 ド ライ ブ C の ルー ト ・ デ ィ レ クト リー に コピ ー さ れ ま す 
の で ご 注意 くだ さい 。 ま た 、 ア プリ ケー ショ ン に よっ て は 、DOS が C ドラ イブ 
の \DOS ディ レク トリ ー に ある こと を 仮定 し て いる も の も あり ます 。C:\DOS 
以外 に DOS を 導入 する する と き は 、 こ の こと を 承知 の 上 で 行っ て くだ さい 。 


OS/2 が 導入 済み の シス テム へ の DOS の 導入 
刺 告 : 多重 ブー ト や 二 重 ブ ー ト 機能 を 使用 し て いる 場合 な ど に 、DOS を 導入 後 、 
SuperStor/DS デ ィ ス ク 有 圧縮 プ ログ ラム を 使っ て 、OS/2 と DOS が 共用 し て いる ディ ス 
ク の 区 画 を 圧縮 し て は いけ ませ ん 。 以降 その 区 画 を OS/2 で 使用 する こと が で き な く な 
り ま す 。 ま た DEFRAG コ マン ド も OS/2 に は 対応 し て いな いた め 、 使 用 し だ いで で て だ 
さい 。 
以下 の 手順 は 、 次 の 3 種類 の OS/2 の 使い 方 を し て いる 場合 に 対す る 導入 で す 。 


。 OS/2* を FAT ファ イル ・ シ ステ ム で 導入 済み の 場合 
s OS/2 の プ ブート ・ マ ネー ジャ ー が 動作 中 の 場合 
。 すでに OS/2 二 重 ブ プー ト ・ シ ステ ム を 導入 済み の 場合 
大 OS/2 が た 47 ファ ブル と と て 間 入 浪 の シス テム に 導 ス する 
/ ドラ イブ A に 導入 ディ スケ ッ ト (DISK 1) を 挿入 し て くだ さい 。 
グ コン ピュ ー タ ー の 電源 を 入れ て くだ さい 。 


3 シス テム が 二 重 ブ ー ト ・ シ ステ ム に 変更 され る こと を 示す メッ セー ジ が 表示 され 
ます 。 


グ 画面 の 指示 に 従っ て 導入 を 続け て くだ さい 。 


1. OS/2 の 二 重 ブ ー ト 機能 を 初め て 使用 する 場合 に は 、 導 入 が 終了 し た 後 、21 ベ ペー 
ジ の 「『OS/2 二 重 ブ ー ト の 使用 』 を 参照 し て くだ さい 。 


2. OS/2 バ ー ジ ョ ン 1.2 ま た は それ 以下 を お 使い の 場合 に は 、DOS の 導入 の 前 に OS/2 
の アッ プ グ レー ド を 行っ て くだ さい 。 


礎 OS52 の プー ム ・ マ ネー ジャ ー を 使っ て いる シス テム た 尊 和 する 


OS/2 の プー ト ・ マ ネー ジャ ー を 使っ て いる 場合 は 、DOS を 導入 する 前 に 以下 の 作業 を 
OS/2 か ら 行 いま す 。 


7 OS/2 が 動作 中 の 場合 は 、OS/2 の FDISK を 使っ て DOS 区 画 を 導入 可能 に 設定 し ま 
を 


2 ドラ イブ A に DOS の 導入 ディ スケ ッ ト (DISK 1) を 挿入 し 、 コ ンピュータ ー を 


再 始動 し ます ( + [Alt] + [Del] キー を 押す )。 


3 画面 の 表示 に 従っ て 導入 を 行っ て くだ さい 。 
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グ 導入 が 完了 レ し た ら 、 ド ライ ブ A か ら デ ィ ス ケッ ト を 取り 出し て コン ピュ ー タ ー を 
再 始動 し ます 。 プ ー ト ・ マ ネー ジャ ー が 始動 し 、 開 始 す る シス テム を 選択 する パ 
ネル が 表示 され ます 。 


大 一 箇 ブ ー ム 攻 を 大 っ て いる シス テム た に 尊 ス する 


/ BOOT.COM フ ァイル が ある ディ レク トリ ー に 移動 し ます 。 こ の ファ イル が 二 重 
ブート を 始動 し ます 。 こ の ファ イル は 通常 、C:\>0S52 の ディ レク トリ ー に あり ま 
す 。 こ の ディ レク トリ ー へ 移動 する に は 、 以 下 の よ うに 入力 し て 、 ( 改 
行 ) キ ー を 行っ て くだ さい 。 


Cd\0SZ 


グ OS/2 か ら DOS へ 切り 替え る に は 、 以 下 の コ マン ド を OS/2 の コマ ンド ・ プ ロン プ 
ト か ら 入 力 し 、 (履行) キー を 押し て くだ さい 。 


boot /dos 


3 DOS が ロー ド さ れ コ マン ド ・ プ ロン プ ト が 表示 され た ら 、DOS の 導入 ディ スケ 
ッ ト (DISK 1) を ドラ イブ A に 挿入 し 、 コ マン ド 行 に 次 の コマ ンド を 入力 し 
2 (改行 ) キ ー を 押し て くだ さい 。 


a: SetUD 


グ あぁ と は 画面 に 従っ て 導入 を 行っ て くだ さい 。 


う 導入 終了 後 、DOS か ら は コマ ンド 行か ら 以下 の コマ ンド を 入力 し [Enter ( 改 
行 ) キ ー を 押せ ば 、OS/2 に 戻る こと が で きま す 。 


boot /os2 


注 ・ BOOT.COM は OS/2 の ファ イル で す 。 シス テム に この ファ イル が 導入 され 
て いな い 場 合 は 、OS/2 の ディ スケ ッ ト ま た は CD-ROM か ら OS/2 の ディ レ 
クト リー に 導入 し て くだ さい 。 


LAN サ ー バ ー 管 理 者 に よる DOS の 導入 
以下 の 情報 は 、LAN 管 理 者 が 、DOS を ネッ トワ ー ク ・ サー バー に 直接 導入 する 際 や 、 
リモート ・ ワ ー ク ステ ーション か ら ネ ットワーク ・ サー バー に 導入 する 際 に 使用 する も 
の で す 。 ネ ットワーク に 接続 され て いな い 、 単 体 の ワー クス テー ショ ン に DOS を 導入 
する 場合 に は 、 以 下 の 情 報 は 必要 あり ませ ん 。 


ネッ トワ ー ク を 介し て DOS を 導入 する 前 に 、DOS の ファ イル を 指定 し た サー バー の サ 
ブ デ ィ レ クト リー に コピ ー す る 必要 が あり ます 。 これ を 行う に は 、 セ ッ ト ア ッ プ ・ プ ブロ 
グラ ム の /a スイ ッ チ を 使用 し ます 。 
setup /a を 実行 する と 、 以 下 の 作業 を 行い ます 。 

。 DOS フ ァイル を ディ スケ ッ ト か ら サ ー バ ー の サブ ディ レク トリ ー に コピ ー す る 。 

es。 DOS の シス テム ・ フ ァイル (IBMBIO.COM と IBMDOS.COM) を ディ スケ ッ ト か 

ら 同 じ サ ー バ ー 上 の サブ プ デ ィ レ クト リー に コピ ー す る 。 

奇 D り OS ファ アル を グ サー バー た に 胡 間 ス す る 


注 : サー バー で OS/2 が 動作 中 の 場合 は 、 こ の 方 法 を 使用 せ ず に 後述 の 方 法 で り モ ー 
ト ・ ワ ー ク ステ ーション か ら setup /a を 実行 し ます 。 こ の ワー クス デーション 
は サー バー へ の 読み 書き アク セス が 可能 な 状態 に し て お いて くだ さい 。 


/ ネッ トワ ー ク ・ サ ー バ ー 上 に 導入 する 場合 は 、SETUP コマ ンド を 実行 する 前 
に 、 サ ー バ ー 機 能 を 止め て くだ さい 。 こ れ に よっ て ファ イル の 共有 違反 を 防ぐ こ 
と も で きま す 。 


2 _ DOS の 導入 ディ スケ ッ ト (DISK 1) を サー バー の ドラ イブ に 挿入 し ます 。 
3 以下 の コマ ンド を 入力 し て [Enter| (改行 ) キ ー を 押し 、 セ ッ ト ア ッ プ ・ プ ブロ グラ 
ム を 実行 し ます 。 


7:SetUD /a 


(な は ディ スケ ッ ト を 挿入 し た ドラ イブ で す 。) 


注 : SETUP コマ ンド を 実行 する の に 必要 な メモ リー を 確保 する た め に 、 サ ー 
バー を 再 始動 し な けれ ば な ら な い 場 合 が あり ます 。 そ の 場合 、DOS の 
DISK 1 か ら サ ー バ ー を 始動 し て くだ さい 。 こ の 方 法 な ら 確 実に 、 サ ー 
バー に DOS を 導入 する の に 必要 な メモ リー を 確保 で きま す 。 


グ あぁ と は 画面 に 従っ て 導入 を 行っ て くだ さい 。 導 入 先 の パス と し て 、DOS を 導入 
する サー バー 上 の サ プ デ ィ レ クト リー の パス を 指定 し て くだ さい 。 


第 1 章 DOS の 導入 1S 


注 : 現行 シス テム (た と えば COMMAND.COM、IBMBIO.COM、 
IBMDOS.COM な ど ) を 上 書き し な いた め に 、 ル ー ト 以外 の ディ レク トリ 
ー を 指定 し て くだ さい 。 


DOS フ ァイル は 指定 され た サー バー の サブ ディ レク トリ ー に コピ ー さ れ ま す 。 
う サブ ディ レク トリ ー の ファ イル を 「 読 み 取 り 専 用 属性 」 に し ます 。 そ の サ プ デ ィ 


レク トリ ー の 中 で 以下 の コマ ンド を 入力 し て [Enter| (改行 ) キ ー を 押し て くだ さ 
い 。 


ATTRIB *.x +R 


の この サブ ディ レク トリ ー を 共用 し 、LAN を 経由 し て DOS の 導入 を 行い ます 。 
屋 DOS ら ファ アル を / ソ モー 人 ・ ワ ー ク ステーション か ら ケ サー バー だ に 導入 する 
/ ネッ トワ ー ク ・ ソ フト ウェ ア を 始動 し 、DOS フ ァイル を コピ ー す る サー バー へ 
接続 し て くだ さい 。 ワ ー ク ステ ーション は サー バー に 対し て 読み 書き 可能 な 状態 
に 設定 され て いる 必要 が あり ます 。 


グ DOS の 導入 ディ スケ ッ ト (DISK 1) を ワー クス テー ショ ン の ドラ イブ に 挿入 し 


て くだ さい 。 
づ 以下 の コマ ンド を 入力 し て [Enter] (改行 ) キ ー を 押し 、 セ ッ ト ア ッ プ ・ プ ログ ラ 
ム を 実行 し ます 。 
7/:SetuD /a 


(な は ディ スケ ッ ト を 挿入 し た ドラ イブ で す 。) 


グ プ あと は 画面 に 従っ て 導入 を 行っ て くだ さい 。 導 入 先 の パス と し て 、DOS を 導入 
する サー バー 上 の サブ プ デ ィ レ クト リー の パス を 指定 し て くだ さい 。 DOS フ ァ イ 
ル は 指定 され た サー バー の サブ ディ レク トリ ー に コピ ー さ れ ま す 。 


注 : 現行 シス テム (た と えば COMMAND.COM、IBMBIO.COM、 
IBMDOS.COM な ど ) を 上 書き し な いた め に 、 ル ー ト 以外 の ディ レク トリ 
ー を 指定 し て くだ さい 。 


う サブ ディ レク トリ ー の ファ イル を 「 読 み 取 り 専用 属性 」 に し ます 。 そ の サブ ディ 


レク トリ ー の 中 で 以下 の コマ ンド を 入力 し て (改行 ) キ ー を 押し て くだ さ 
い 。 


ATTRIB *.* +KR 


の O この サ プ デ ィ レ クト リー を 共用 し 、LAN を 経由 し て DOS の 導入 を 行い ます 。 


ネッ トワ ー ク 経由 の DOS の 導入 
ネッ トワ ー ク 経由 で DOS を 導入 する 前 に 、LAN 管 理 者 が 15 ペ ー ジ に 記述 され た 方 法 
で 、DOS を サー バー に 導入 し て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 


DOS の ある サー バー に アク セス で き な い 場合 や 、 ど の よう に ネッ トワ ー ク ・ フ ァイル 
を アッ プ グ レー ド す る か 分 か ら な い 場 合 は 、LAN 管 理 者 に 問い 合わ せ て くだ さい 。 


大 ズン 人 ハ ワ ー ク グ 半 店 で り DOS を 導入 する 


/ ワー クス テー ショ ン で 現行 の DOS を 始動 し ます 。 


注 : 

a. アプ リケーション や 、 常 駐 型 (TSR) の プロ グラ ム 、 デ ィ ス ク ・ キ ャ ッシュ 、 
マル チタ スク ・ プ ログ ラム 、 ま た は タス ク ・ ス イッ チャ ー な どの 実行 は 、 
DOS の 導入 時 に は 実行 し な いで くだ さい 。 

b. 二 重 プ ー ト で OS/2 を お 使い の 場合 に は 、OS/2 の コマ ンド ・ プ ロン プ ト か 
ら 、boot /dos コ マン ド を 実行 し て くだ さい 。 


グ ネッ トワ ー ク ・ ソ フト ウェ ア を 始動 し 、DOS の ある サー バー へ 接続 し て くだ さ 
い 。 


う サー バー 上 の セッ ト ア ッ プ ・ プ ログ ラム を 始動 し て くだ さい 。 た と えば ネッ トワ 
ー ク ・ ド ライ ブ N の DOS63 サ ブ デ ィ レ クト リー に DOS の ファ イル が ある 場合 
は 、 以 下 の コ マン ド を 入力 し て [Enter] (改行 ) キ ー を 押し て くだ さい 。 


nh:\dOS63\SetUD 





グ 画面 に 従っ て DOS の 導入 を 行っ て くだ さい 。 導入 先 の パス と し て は 、 ワ ー ク ス 
テー ショ ン の ロー カル な ドラ イブ を 指定 し ます (通常 は C:\D0S) 。 導 入 が 終了 
し た ら 、 ワ ー ク ステ ーション を 再 始動 し て くだ さい 。 
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圧縮 ドラ イブ 上 へ の DOS の 導入 
以下 の 手順 は 、 互 換 の 圧縮 プロ グラ ム で ディ スク が 圧縮 され て いる 場合 に 、DOS を シ 
ステ ム に 攻 入 する 方 法 で す 。 


互換 の 圧縮 プロ グラ ム と は 、Stacker**、 SuperStor**、 お よび Microsoft 社 の 
DoubleSpace** で す 。 


互換 性 の な い 圧 縮 プ ログ ラム で 圧縮 し た ドラ イブ を お 使い の 場合 は 、 そ の ソフ トウ ェ ア 
の 供給 元 へ お 問い 合わ せく だ さい 。 


礎 互 の ディ スク 克 契 プリ グラ スム で 圧 太 さ れ を た だ ラブ アプ に のり OS を 施す る 


/ コン ピュ ー タ ー の 電源 を 入れ 、 現 在 お 使い の DOS シ ステ ム を 始動 し て くだ さ 


い 。 


2 _ DOS の セッ ト ア ッ プ ・ プ ログ ラム を 実行 する と 、 互 換 の ディ スク 圧縮 プロ グラ 
ム が 認識 し 、 正 し く セ ッ ト ア ッ プ を 続け ます 。 


う 8 ペー ジ の 『DOS の 導入 (標準 導入 ) 』 か ら 続 け て くだ さい 。 


注 : 


1. 互換 の 圧縮 ドラ イブ へ DOS を 導入 する 前 に 、 圧 縮 プ ログ ラム の 最新 版 が 導入 され 
て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 た と えば SuperStor の バー ジョ ン 1.4 以 前 を お 使い 
の 場合 に は 、 ア ッ プ グレ ー ド が 必要 で す 。 ま た Stacker の バー ジョ ン 3.1 以 前 を お 使 
い の 場 合 に も アッ プ グ レー ド が 必要 で す 。 

2 ジス テム アァ イル (IBMBIO.COM と IBMDOS.COM) が ある 圧縮 ドラ ゴブ に 
DOS を 導入 し た 場合 、 セット アッ プ ・ プ ログ ラム は 圧縮 ドラ イブ 上 の これ ら の フ 
ァイル を 置き 換え な い 可 能 性 が あり ます 。 圧縮 ド ライ ブ 上 の これ ら の シス テム ・ フ 
ァイル を 置き 換え る に は 、 次 の 手続 き に 従っ て くだ さい 。 前 提 は 、C ド ライ ブ が 革 
き 換 える シス テム ・ フ ァイル の ある 圧縮 ドラ イプ で 、D ド ライ ブ は シス テム を 始動 
する の に 使っ た 正しい シス テム ・ フ ァイル の ある 通常 ドラ イブ で す 。 


。 attrib -S -h -Y Cc:\1bmb10.com 
。 attrib -s -h -Y c:\1bmdos.com 


1 
Z 
。 
4 
9 


del c:\1bmb10.com 


。 del Cc:\1Dbmdos.Ccom 


SS OS 63 


スワ ウッ プ 紀 能 だ ラプ アブ プ ・ ゲ デー トム の な の い Supe/S7or 万 O“ で 六 さ れれ を だ ラプ アプ 
に こり OS を 導 ス ずる 


/ コン ピュ ー タ ー の 電源 を 入れ 、 現 在 お 使い の シス テム を 始動 し て くだ さい 。 
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2 DOS の 導入 ディ スケ ッ ト (DISK 1) を ドラ イブ A に 挿入 し 、 次 の コマ ンド を タ 
イプ し ます 。 


a:SetUD 


3 セッ ト ア ッ プ が 完了 レ し た ら 、 再 び DISK 1 を ドラ イブ A に 挿入 し 、 シ ステ ム を 再 
始動 し て くだ さい 。Starting PC DOS... と いう メッ セー ジ が 表示 され た ら 、 
[F5] キー を 押し て くだ さい 。 


注 : この 場合 、 日 本 語 は 表示 され ませ ん 。 


人 コマ ンド : プロ ンプ 下 に 次 @ ヨ マッ ド ま タダ イ プレ ます 。 


SVS C: 


9 ディ スケ ッ ト を 取り 出し 、 シ ステ ム を ハー ド ・ デ ィ ス ク か ら 再 始動 し ます ( 
+[A1t] +[Del] キー を 押す ) 。 
の CONFIG.SYS フ ァイル 中 の SuperStor デ バイ ス ・ ド ライ バー の 行 を すべ て ファ イ 


ル の 先頭 に 移動 し ます 。 使 用 され て いる デバ イス ・ ド ライ バー に つい て は 、 
SuperStor の 資料 を 参照 し て くだ さい 。 


始動 ディ スケ ッ ト の 使用 


DOS を ハー ド ・ デ ィ ス ク に 導入 せ ず に 、 導 入 デ ィ ス ケッ ト (DISK 1) を 始動 ディ スケ 
ッ ト と し て 使用 し て 使う こと が で きま す 。 ま た DOS の 必要 最小 限 の 機能 を ディ スケ ッ 
ト に 導入 する こと も で きま す 。 こ れ に より DOS の コマ ンド を 使用 で きま す 。 


礎 府 動 ディ スケ グッ 人 を 人 策 う 

/ 導入 ディ スケ ッ ト (DISK 1) を ドラ イブ A に 挿入 し て くだ さい 。 

2 コン ピュ ー タ ー を [Ctr1] +[A1t] +[Del] キー を 押し て 再 始動 し て くだ さい 。 
3 導入 の 初期 画面 が 表示 され た ら 、[F3] キー を 押し て くだ さい 。 
グ 


プロ ンプ ト に 対し て Y を 押し て くだ さい 。 


DOS の コマ ンド ・ プ ロン プ ト A:\> が 表示 され ます 。 これ で DOS が 使用 で きま 
す 。 た だ し 、 使 用 で きる DOS コ マン ド は ご く 一 部 で す 。 
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悦 ディ スズ ク グッ 人 だ に 旨 ス す る 
/ 3.5 イ ンチ 、1.44MB 用 の ブラ ンク ・ デ ィ ス ケッ ト を 1 枚 用 意 し ます 。 
グ 導入 ディ スケ ッ ト (DISK 1) を ドラ イブ A に 挿入 し て くだ さい 。 
う づ コン ピュ ー タ ー を [Ctrl] +[A1t] +[Del ] キー を 押し て 再 始動 し て くだ さい 。 
グ 「 導 入 先 の パス 」 の 画面 で ドラ イブ 文字 を A ふ また は B と 指定 し ます 。 
う 


画面 に 従っ て 、 残 り の ディ スケ ッ ト を 順番 に 挿入 し て 導入 を 行っ て くだ さい 。 


注 : ディ スケ ッ ト に 導入 する 場合 、 オプ ショ ン ・ ツ ー ル の 導入 選択 画面 は 表示 され ま 
せん 。 必 要 最 小 限 の 機能 を 持っ た 始動 用 ディ スケ ッ ト が 作成 され ます 。 





OS/2 二 生 ブ ー ト の 使用 


玉 生 : 多重 ブー ト や 二 重 ブ ー ト 機能 を 使用 し て いる 場合 な ど に 、DOS を 導入 後 、 
SuperStor/DS デ ィ ス ク 圧 縮 プ ログ ラム を 使っ て 、OS/2 と DOS が 共用 し て いる ディ ス 
ク の 区 画 を 圧縮 し て は いけ ませ ん 。 以 降 そ の 区 画 を OS/2 で 使用 する こと が で き な く な 
り ま す 。 ま た DEFRAC コ マン ド も OS/2 に は 対応 し て いな いた め 、 使 用 し な いで くだ 
さい 。 


DOS を OS/2 に 導入 し た 場合 に は 、OS/2 の 二 重 ブ ー ト 機能 を 使っ て 、2 つ の オペ レー デ テ 
ィング ・ シ ステ ム を 切り 換え る こと が で きま す 。 


一 重 ブ ー ト を 使う 前 に 、BOOT.COM と いう プロ グラ ム の ある ディ レク トリ ー に 移動 す 


る 必要 が あり ます 。 こ の ファ イル は 通常 C:\0S2 デ ィ レ クト リー に あり ます 。 こ の サ プ 
ディ レク トリ ー に 移動 する に は 、 次 の コマ ンド を 入力 し ます 。 


Cd\0SZ 


OS/2 か ら DOS へ 切り 換え る 場合 に は 、 次 の コマ ンド を コマ ンド ・ プ ロン プ ト か ら 入 力 


に 


7 
wt 


boot /dos 


DOS か ら OS/2 へ 戻る に は 、 次 の コマ ンド を コマ ンド ・ プ ロン プ ト か ら 入 力 し ます 。 


boot /os2 





DOS の アン イン スト ー ル 


アン イン スト ー ル の 第 一 の 目的 は DOS を 導入 後に 簡単 に 以前 の バー ジョ ン の DOS を 復 
元 す る こと で す 。 「 前 の DOS フ ァイル を バッ クア ッ プ 」 を 導入 時 に 選択 し て くだ さ 
い 。DOS の セッ ト ア ッ プ ・ プ ログ ラム が 作成 する バッ クア ッ プ ・ デ ィ ス ケッ ト に は 前 
の バー ジョ ン の DOS と 、 そ の と き の CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT フ ァ イ ル が 含 
まれ ます 。 


DOS の 導入 の あと に 、 以 下 の 作業 を 行っ た 場合 は 、 バ ッ ク ア ッ プ ・ デ ィ ス ケッ ト は 使 
用 で きま せん 。 


se ハー ド ・ デ ィ ス ク の 再 区 画 設定 や 再 フ ォ ー マ ッ ト 。 


第 1 章 DOS の 導入 21 


* DOS の 隠し レフ ァイル (IBMBIO.COM と IBMDOS.COM) の 移動 や 削除 。 


・ 圧縮 プロ グラ ム の 導入 。 も し 導入 し て し まっ た 場合 は 、 ア ン イ ンス トー ル の 前 に デ 
ィ ス ク の 圧縮 解除 を 行う 必要 が あり ます 。 


辱 涼 の バー ジョ ン の りり OS を 間 元 る 
7 DOS の 導入 ディ スケ ッ ト (DISK 1) を ドラ イブ A に 挿入 し て くだ さい 。 


2 次 の コマ ンド を DOS の コマ ンド ・ プ ロン プ ト か ら 入 力 し て 、 (下行 ) キ 
ー を 押し て くだ さい 。 


a:SetuD /u 


う あと は 画面 の 指示 に 従っ て 導入 を 続け て くだ さい 。 





DOS の 再 導入 
DOS を 再 導 入 す る ケー ス と し て 、 次 の 2 つの 場合 が 考え られ ます 。 


s 例え ば DOS の ファ イル を 誤っ て 消去 し た な どの 理由 か ら 、DOS を 再び 最初 か ら 導 
入 す る 必要 が 生じ た 場合 


se 例え ば 周辺 装置 を 購入 し 、 最 初 は 導入 し な か っ た オプ ショ ン ・ ツ ー ル が 必要 に な っ 
た 場合 
前 者 の 場合 に は 、8 ペ ー ジ の 『DOS の 導入 (標準 導入 ) 』 の 手順 に 従っ て 導入 を 実行 し 
て くだ さい 。 た だ し 、 前 回 と 同じ ディ レク トリ ー に 導入 し て くだ さい 。 違う ディ レク ト 
リー を 選択 する と 、 複 数 の DOS フ ァイル の コピ ー が ハー ド ・ デ ィ ス ク 内 に 存在 する こ 


と に な り 、 誤 動作 の 原因 に な り ま す 。 後者 の 場合 に は 、 セ ッ ト ア ッ プ ・ ブ ログ ラム の /e 
スイ ッ チ を 使う こと に よっ て 、 オ プシ ョ ン ・ ツ ー ル の 再 導入 を 行う こと が で きま す 。 


奇 /6 ス プ ブッチ テ を 夏 っ て 友和 ス す ずる 
/ DOS の 導入 ディ スケ ッ ト (DISK 1) を ドラ イブ A に 挿入 し て くだ さい 。 


2 次 の コマ ンド を DOS の コマ ンド ・ プ ロン プ ト か ら 入 力 し て 、 (改行 ) キ 
ー を 押し て くだ さい 。 


a:SetuD /e 
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注 : 


注 ・ 前 回 と 同じ ディ レク トリ ー に 導入 し て くだ さい 。 違 う デ ィ レ クト リー を 記 
択 す る と 、 複 数 の DOS フ ァイル の コピ ー が ハー ド ・ デ ィ ス ク 内 に 存在 する 
こと に な り 、 誤 動作 の 原因 に な り ま す 。 


オプ ショ ン ・ ツ ー ル の 選択 パネ ル で 、 また は [ ! | キー を 使っ て 変更 し た い 
項目 を カー ソル で 選択 し て くだ さい 。 


注 ・ すでに 導入 済み の ツー ル は 「 は い 」 に する 必要 は あり ませ ん 。 追加 する 機 
能 の み 「 は い 」 と 指定 し て くだ さい 。 「 い いえ 」 を 指定 し て も 、 すでに 導 
入 さ れ て いる オプ ショ ン ・ ツ ー ル を 削除 する こと は あり ませ ん 。 


変更 し た い 項 目 の と ころ で [Enter] (改行 ) キ ー を 押し て くだ さい 。 選 択 は 「 い い 
え 」 か ら 「 は い 」 ま た は 「 は い 」 か ら 「 い いえ 」 に な り ま す 。 


[ ! ] キー を 押し て 、「 上 記 の オプ ショ ン で よい 。」 を 選択 し ます 。 選 択 項目 が 
すべ て 正しけれ ば [Enter] (改行 ) キ ー を 押し て くだ さい 。 
画面 に 従っ て 、 残 り の ディ スケ ッ ト を 順番 に 挿入 し て 再 導入 を 行っ て くだ さい 。 


SETUP /E を 使う と 、AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS を 変更 し ませ ん の で 、E 
エディ ター な ど を 使っ て 次 の 操作 を 行っ て くだ さい 。 (正しい DOS の ディ レク 
トリ ー を 指定 し て くだ さい 。) 


。 PenDOS を 導入 し た 場合 


CONFIG.SYS に 次 の 1 行 を 加え て 、EMM386.EXE ス テー トメ ント に 
min=768 パラ メー ター を 追加 し て くだ さい 。 


devicehigh=c:\dos\system\pendeV.SyS 





。 DOS 版 アン チ ウ ィ ル ス を 導入 し た 場合 
AUTOEXEC.BAT に 次 の 1 行 を 加え て くだ さい 。 


Call c:\dos\1bmavdr.bat Cc:\dos\ 





。 連 文 節 変換 プロ グラ ム を 導入 し た 場合 
CONFIG.SYS に 次 の 1 行 を 加え て くだ さい 。 


insta]1=c:\dos\ibmmkkv.exe /m=s /z=4 /c /] /j=90 /s=c:\dos\multdict.pro /u=c:\$usrdict.dct 
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* 1.2MB デ ィ ス ケッ ト の 使用 を 「 は い 」 と 答え た 場合 
CONFIG.SYS に 次 の 1 行 を 加え て くだ さい 。 


devicehigh=c:\dos\$fdd12 .sys 





README.TXT フ ァイル の 使用 


DOS に は README.TXT フ ァイル が 入っ て いま す 。 こ の ファ イル に は 重要 な 情報 が 含 
まれ て いま す 。 す で に DOS を お 使い の 場合 に は 、 導 入 前 に この ファ イル に 目 を 通し 
て 、 ま た は 印刷 し て 、DOS の 追加 情報 を ご 確認 くだ さい 。 


ファ イル の 表示 
ファ イル の 内 容 は 、E エ ディ ター また は TYPE コ マン ド で 見 る こと が で きま す 。 次 の い 
ずれ か を コマ ンド ・ プ ロン プ ト か ら 入 力 し て 、 (改行 ) キ ー を 押し て くだ さい 。 


type c:\dos\readme .txt | more 


mOre < C:\dos\readme .txt 





この コマ ンド で README.TXT の 内 容 が 画面 に 表示 され ます 。 ま た 、 一 画面 ご と に 、 
-- つづ く -" が 表示 され ます 。 何 か キー を 押す と 、 次 の 画面 が 現れ ます 。 表 示 を 中 断 
し た い 場 合 は [Ctr1] +[C] キー を 押し て くだ さい 。 


注 : 上 記 の 例 は 、DOS が C ド ライ ブ の DOS デ ィ レ クト リー に 導入 され て いる も の と 仮 
定 し て いま す 。 


ファ イル の 印刷 
README.TXT フ ァイル を 印刷 する に は 、 次 の よう に コマ ンド ・ プ ブロ ンプ ト か ら 入 力 
し (政行 ) キ ー を 押し て くだ さい 。 


DY1nt Cc:\dos\readme .txt 





注 : 上 記 の 例 は 、DOS が C ド ライ ブ の DOS デ ィ レ クト リー に 導入 され て いる も の と 仮 
定 し て いま す 。 
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第 2 章 問題 の 解決 方 法 


この 章 で は 導入 中 に 起こ る 問題 に 対す る 解決 方 法 を 説明 し ます 。 





セッ ト ア ッ プ の 問題 解決 
導入 中 に 起こ る 問題 は 、 様 々 な 理由 が 考え られ ます 。 こ こ で は 最も 一 般 的 な 問題 に つい 
て 説明 し ます 。 


ゆあ / り OS を 導入 する に ば 、 ハ ー だ ・ デ ィ ァ ス ク に どれ ぐら の の 空き 登 著 の 必 愛 で の )? 
必要 な 空き 容量 は 、 選 択 し た ツー ル 類 に よっ て 、 以 下 の よ うに 異な り ま す 。 (容量 は 非 
圧縮 時 の 値 で す 。) 

es DOS と DOS シ ェ ル (日 本 語 モ ー ド と 英語 モー ド 用 ) で 6.SMB 必 要 で す 。 


。 DOS と すべ て の DOS オ プシ ョ ン ・ ツ ー ル (日 本 語 モ ー ド と 英語 モー ド 用 ) で 
14MB 必 要 で す 。 


es DOS と すべ て の DOS/Windows オ プシ ョ ン ・ ツ ー ル (日 本 語 モ ー ド と 英語 モー ド 
用 ) で 18MB 必 要 で す 。 (Windows そ の も の は 除き ます 。) 
あ アッ トム アップ ・ プ ログ ラム が 実 好 で まき なり 理 店 プ 急 で すか? 


次 の いずれ か の 理由 で 、 セ ッ ト ア ッ プ ・ プ ログ ラム は DOS を 正しく 導入 で きま せん 。 


s。 セッ ト ア ッ プ ・ プ ログ ラム に 必要 な メモ リー が 不足 し て いる 。 こ の 場合 、DOS の 
導入 ディ スケ ッ ト (DISK 1) か ら ブ ー ト する か 、 不 必要 な 常駐 プロ グラ ム や デバ 
イス ・ ド ライ バー を 外す 必要 が あり ます 。 


e ハー ド ・ デ ィ ス ク に 十分 な 空き 容量 が な い 。 
se DOS の 基本 区 画 が 小さ 過ぎ る か 、 セ ッ ト ア ッ プ ・ プ ログ ラム と 互換 性 が な い 。 


。 既存 の ディ スク 圧縮 プロ グラ ム が 導入 され て いる コン ピュ ー タ ー に DOS を 導入 す 
る 場合 に 、DOS の 導入 ディ スケ ッ ト (DISK 1) で コン ピュ ー タ ー を 始動 し た 。 
(この 場合 、 す で に 導入 され て いる シス テム で コン ピュ ー タ ー を 始動 し て か ら 、 セ 
ッ ト ア ッ プ ・ プ ログラム を 実行 する 必要 が あり ます 。) 


錠 り OS 長 雪 友 大 が さ 刀 ぎる みか 互 閥 衝 が あり まな ん 。 どう と たら より の で と ょ メ うめ の ? 
次 の いずれ か が 当て は まる ハー ド ・ デ ィ ス ク を お 使い の 場合 は 、 DOS の 導入 を 行う 前 
に 、 再 区 画 設定 を 行う 必要 が あり ます 。 


。 シス テム ・ フ ァイル の た め の 基 本 区 画 の 容量 が 十分 で な く 、 ど の 論理 ドラ イブ に 
も 、 最 小 限 の 導入 を 行う だ け の 十分 な 空き 空間 が な い 。 


s。 クラ スタ ー ま た は セク ター の 互換 性 が な い 。 
SETUP /P を お 試し くだ さい 。 


@ Copyright IBM Corp. 1994 2S 


e 基本 区 画 が 4 つ 以 上 ある 。 
s 基本 区 画 が 活動 状態 で な い 。 


s セットアップ ・ プ ログ ラム と 互換 性 の な い 区 画 設定 プロ グラ ム が 、 す で に ハー ド ・ 
ディ スク で 使わ れ て いる 。 


ハー ド ・ デ ィ ス ク の 区 画 を 再 区 画 設定 する 場合 は 、 ひ と つの 大 き な 区 画 を 設定 する か 、 
小さ な 区 画 を いく つか 作る と いう 選択 が で きま す 。 


注 : 再 区 画 設定 する 場合 は 、 す で に 存在 する 区 画 を 削除 し な けれ ば な り ま せん 。 し た 
が っ て 、 す で に ある 区 画 の 必要 な ファ イル は すべ て バッ クア ッ プ し て お く 必 要 が 
あり ます 。 

ハー ド ・ デ ィ ス ク を 再 区 画 設定 する た め に 、 以 下 の 手 順 で 行っ て くだ さい 。 


7 ハード ・ デ ィ ス ク 内 の 必要 な ファ イル を バッ クア ッ プ し て くだ さい 。( バ ッ ク ア 
ッ プ は 現在 お 使い の DOS の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。) 


ノ 区 画 設定 を 行っ た プロ グラ ム を 使用 し て 、 区 画 を 削除 し て くだ さい 。 


う EFDISK コ マン ド を 使用 し て DOS を 導入 する の に 十分 な 区 画 を 設定 し て くだ さ 
い 。 


グ FEORMAT コ マン ド を 使用 し て 、 作 成 し た 他 の 区 画 を フォ ー マ ッ ト し て くだ さ 
寺 。 


う バッ クア ッ プ し た ファ イル を 復元 し て くだ さい 。 (復元 は 現在 お 使い の DOS の マ 
ニュ アル を 参照 し て くだ さい 。) 


6 復元 が 終了 し た ら 、8 ペ ー ジ の 『DOS の 導入 (標準 導入 ) 』 に 従っ て 導入 を 行っ 
を 人 症 和 き A。 


@ フン ピュ ー タ ー グ が 末 動 し な り 楊 合 が ど うし と たら よ り いで すずの? 


CONFIG.SYS や AUTOEXEC.BAT の 設定 が 原因 で 再 始動 し な い 場 合 に は 、 一 時 的 に こ 
れ ら の ファ イル を バイ パス し て 、 コ ンピュータ ー を 始動 する こと が で きま す 。 


/ コン ピュ ー タ ー を 始動 し て くだ さい 。 


2 starting PC DOS... の メッ セー ジ が 表示 され た ら す ぐに 、[F5] キー を 押し て 
くだ さい 。 
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注 : 
] CONFIG.SYS を バイ パス する と 、 デ バイ ス ・ ド ライ バー は 読み 込ま な いた め 、 
DOS の デバ イス ・ ド ライ バー が 必要 な 装置 は 動作 し ませ ん 。 た と えば 、XMS メ モ 


リー や EMS メ モリ ー を 使用 する プロ グラ ム も 動作 し ませ ん 。 ま た 日 本 語 も 使用 で 
きま せん 。 こ れ は これ ら の ドラ イ バ ー を 読み 込ま な いた めで す 。 


2. DOS は 人 省略 時 の 設定 で 環境 変数 を PATH=C:\DOS、PROMPT=SPSO、 
COMSPEC=C:\COMMAND.COM と 一 時 的 に 設定 し ます 。 


また CONFIG.SYS 内 の コマ ンド の いく つか を バイ パス する こと も で きま す 。 DOS は 
1 行 ど と に ユー ザー に 対し て 実行 の 問い 合わ せ を し ます 。 


@ CO/A//G.SYS コ マン だ の 礎 契 
/ コン ピュ ー タ ー を 始動 し て くだ さい 。 


2 starting PC DOS... の メッ セー ジ が 表示 され た ら す ぐに 、 [Ctrl]+[F8] キ 
ー を 押し て くだ さい 。 


DOS は CONFIG.SYS の 内 容 を 1 行 ず つ 表示 し 選択 を 促し ます 。 た と えば 、DOS 
が DOS=HIGH コ マン ド の 行 に な る と 、 次 の よう な 表示 を 行い ます 。 


DOS=HIGH。 UMB [Y,N]? 





Y で 「 は い 」、N で 「 い いえ 」 の 意味 で 、CONFIG.SYS の 各々 の コマ ンド に 対し 
て 答え られ ます 。 


DOS が CONFIG.SYS フ ァイル の 処理 を 終了 する と 、 次 の 表示 を 行い ます 。 


Process AUTOEXEC.BAT? [Y,N]? 





3 Y を 押す と AUTOEXEC.BAT の コマ ンド が 一 行 ず つ 実 行 さ れ 、 N を 押す と 
AUTOEXEC.BAT フ ァイル は 完全 に バイ パス され ます 。 


@ / り OS を で に 間 入 注 久 で すみ が 、 だ ライブ: を 大 残し た いと 皿 っ て いま すず 。 ご うと だ た 
ら よ り いで すみ の ? 


以下 の 手順 で 行っ て くだ さい 。 
7 全体 の DOS シ ステ ム を CPBACKUP** プ ログ ラム で バッ クア ッ プ し て くだ さ 


い 。CPBACKUP を 始動 する に は 、 次 の コマ ンド を 入力 し [Enter] (改行 ) キ ー を 
押し ます 。 
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CDbackuD 


どれ で すべ で て の ドラ イダ の ファ イル を 7%w グ アッ プ し ます ます 。 


ノ DOS の 導入 ディ スケ ッ ト (DISK 1) で 再 始動 し ます 。 


こっ 


DOS が 始動 し て 初期 画面 が 表示 され た ら 、[F3] キ ー を 押し て セッ ト ア ッ プ ・ プ 
ログ ラム か ら 抜 け ま す 。 


FDISK を 実行 し 、 すべて の 区 画 を 削除 し 、 再 区 画 設定 を 行い ます 。 


グ 

う ドラ イブ C: と 残り の 区 画 を FORMAT コ マン ド で フォ ー マ ッ ト し ます 。 

の DOS を 再度 導入 し ます 。 

/ CPBACKUP プ ログ ラム で 、 こ の 手順 の 最初 で バッ クア ッ プ し た 、 す べ て の ファ 
イル を 復元 し ます 。 


W PA7 太 変数 の 基 大 長 プ げ い ぐつ で すず みか? 


他 の 環境 変数 と 同様 、PATH 変 数 の 最大 長 は 半角 127 文 字 で す 。 PATH コ マン ド を 使っ 
て 、PATH 変 数 に 1 つ 以 上 の ディ レク トリ ー を 設定 し て お きま す 。 す る と コマ ンド を タタ 
イプ する た びに 、DOS は 、 指 定 さ れ た パス 内 の ディ レク トリ ー を 検索 し て 、 実 行 し よ 
うと し て いる コマ ンド また は プロ グラ ム を 探し ます 。 次 に PATH コ マン ド の 例 を 示し ま 


path=c:\:c:\dosic:\w1ndowsid:\batfilesid:\ut1 | 





変数 名 (PATH) と 等 号 で すでに 人 文字 分 使わ れる の で 、 ディ レク トリ ー の 指定 に は 残り 
122 文 字 分 を 使え る こと に な り ま す 。 こ の 122 文 字 分 を 有効 に 使用 する に は 、 次 の 点 に 
注意 し て くだ さい 。 


e 余分 な スペ ー ス は 取り 除き ます 。 
se めった に 使用 し な い デ ィ レ クト リー は 取り 除き ます 。 
s ディ レク トリ ー を 作る と き は な る べく 短い 名 前 に し ます 。 


s 使用 目的 に 合わ せ て 、 必 要 な パス を 設定 また は リセ ッ ト す る バッ チ ・ ブ ログ ラム を 
利用 し ます 。 こ れ に よっ て 、 す べ て の 必要 な パス を PATH コ マン ド で 指定 し て お く 
必要 が な く な り ま す 。 


。 必要 に 応じ て SUBST コ マン ド を 使っ て 、 長 い デ ィ レ クト リー・ パ ス を ドラ イブ 文 
字 で 置き 換え ます 。 こ うし て お け ば 、PATH コ マン ド で 、 そ の ドラ イブ 文字 を フ 
ル ・ パ ス の 代わ り に 使用 で きま す 。SUBSI コ マン ド は AUTOEXEC.BAT フ ァイル 
内 で 使用 で きま す が 、PATH コ マン ド の 前 に 記述 する 必要 が あり ます 。 


例え ば 、C:\USER\LINDA\FORMS と いう パス を Q: に 置き 換え る に は 、 
AUTOEXEC.BAT フ ァイル の PATH コ マン ド の 前 に 、 次 の コマ ンド を 記述 し ます 。 


subst q: C:\user\|1nda\forms 





PATH お よび SUBST コ マン ド の 簡単 な 説明 と コマ ンド 形式 に つい て は 、 コ マン ド ・ ブ 
ロン プ ト か ら help path ま た は help subst と タイ プ し て くだ さい 。 


@ 76/7B/ と の メモ グー を 藻 大 し を シス テム で 、 り OS5 の 導 ス が うま ぐい ぎ ま ゼ ん 。 


フォ ント ・ サ ブシ ステ ム ($FONT.SYS) は 、 省 略 時 の 導入 で は 、CONFIG.SYS ファ イ 
ル の 中 で XMS ド ライ バー(HIMEM.SYS) よ り も 前 に 置か れ ま す 。 こ の と き 、 
$FONT.SYS は 、ROM BIOS 機能 INT1SH, AH=87H/88H を 使用 し て 、 フ ォ ン ト ・ 
デー タ を 拡張 メモ リー に 格納 し ます 。 し か し 、16MB 以上 の メモ リー を 挫 載 し て いる 
場合 シス テム に よっ て は この 機能 が 正常 に 動作 し な いた め に 、 シ ステ ム が 始動 で き な 
か っ た り 、 シ ステ ム が ハン グ ア ッ プ し た りす る 場合 が あり ます 。 こ の と き は 、 
CONEFIG.SYS フ ァイル の 中 で $FONT.SYS を HIMEM.SYS より 後ろ で $DISP.SYS 
より 前 に 移動 し て くだ さい 。 こ の 場合 、$SFONT.SYS は XMS 機能 を 使用 し て フォ ン 
ト ・ デ ー タ を 拡張 メモ リー に 格納 し ます 。( フ ォ ン ト ・ ア クセ ス の パフ ォ ー マ ンス は 若 
人 ホル ます ) 


変更 前 


device=C:\dos\$font.sys ーー 


dev1Ce=C :\dOS\h1mem.SyS 
dev1Ce=C:\dOS\emm386.exe ram 


dev1Ce=C:\dos\$d1isp.SyS 
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dev1Ce=C:\dos\h1mem.SyS 


dev1Ce=C:\dos\emm386 .exe Yam 


device=c:\dos\$font.sys 
dev1Ce=c:\dos\$d1sD.SyS 





この 変更 に よっ て も シス テム が 正常 に 動作 し な い 場 合 は 、 ハ ー ド ウェ ア の 故障 と 考え ら 
れ ま す の で 、 ハ ー ド ウェ ア の 購入 元 に お 問い 合わ せく だ さい 。 


ゆ A7 差 に DOS を 導入 し た と ころ 、 存 盛 の 王 大 が 尺 カ まず 。 


SETUPV コ マン ド を 始動 し 、「 表 示 」 の 中 で HS (ハー ドウ ェ ア ・ ス クロ ー ル 方 式 ) を 
LC (ライ ン ・ コ ン ペ ア ) また は OFF (オフ ) に し て くだ さい 。 多 く の 場 合 、 こ れ で 表 
示 は 遅く な り ま す が 、 画 面 の 乱れ は な く な り ま す 。 


参 プリ ログ ラム ス 寺 を た プ デ バ プス ・ だ ラプ バー が 、 7/ り OS の バー ジョ ン が 直 う / ことり っ て 
る の で すず ガ が ? 


プロ グラ ム ま た は デバ イス ・ ド ライ バー に よっ て は 、 特 定 バ ー ジ ョ ン の DOS で し か 実 
行 で き な い も の が あり ます 。 も し 、 プ ログ ラム また は デバ イス ・ ド ライ バー が お 使い の 
DOS で は 実行 で き な い 旨 の メッ セー ジ が 表示 され た ら 、 そ れ ら の 供給 元 に 連絡 し て 最 
新 の プロ グラ ム を 入手 する か 、 現 行 の も の が DOS と 互換 性 が ある か どう か を 確認 し て 
くだ さい 。 


現行 バー ジョ ン の プロ グラ ム ま た は デバ イス ・ ド ライ バー が DOS と 互換 性 が ある こと 
が 確認 され た ら 、SETVER コ マン ド を 使っ て 、DOS が プロ グラ ム ま た は デバ イス ・ ド 
ライ バー に 渡す バー ジョ ン 番 号 を 適当 な 値 (その プロ グラ ム の 本 来 の 設計 に あっ た バー 
ジョ コッ) 人 変 更 し て くだ さい ゆい 。 て と 和民 よっ て 、 プ ログ ラム また は デパ イス ・ ド ライ パー 
は 、 渡 され た 番号 を DOS の バー ジョ ン と 解釈 し ます 。 


例え ば 、MYAPP.EXE と いう プロ グラ ム が DOS 5.0 ま た は それ 以前 の バー ジョ ン で の 
み 実 行 で きる と し ます 。 こ の プロ グラ ム に 対し て 、 見 か け 上 の DOS の バー ジョ ン を 5.0 
と 解釈 させ る に は 、 次 の コマ ンド を タイ プ し ます 。 


setver myaDD.exXe 5.0 





この あと コン ピュ ー タ ー を 再 始動 する と 、DOS は SETVER で 指定 され た バー ジョ ン 番 
号 ($.0)0 を プロ グラ ム に 渡し ます 。 こ れ に よっ て 、 多 く の 場 合 、 プロ グラ ム は 正しく 実 
行 さ れ ま す 。 た だ し 、 プ ログ ラム 自体 に DOS と の 互換 性 が な い 場 合 は 、SETVEKR コ マ 
ンド を 使っ て も 問題 の 解決 に は な り ま せん 。 


SETVER コ マン ド が プロ グラ ム に 、 実 際 と は 異な る バー ジョ ン 番 号 を 報告 させ る に 

は 、CONEFIG.SYS フ ァイル に SETVER.EXE デ バイ ス ・ ド ライ バー を 記述 する 
DEVICE コ マン ド が な けれ ば な り ま せん 。 ま た 、 ハ ー ド ・ デ ィ ス ク 上 に SETVEKR.EXE 
ファ イル が 1 O 以 上 存在 し な いこ と も 確認 し て くだ さい 。 そ れ ぞ れ の SETVEKR.EXE フ 
ァイル ご と に バー ジョ ン ・ テ ー ブ ル を 持つ か ら で す 。 


SETVER コ マン ド に つい て は 、 コ マン ド ・ プ ロン プ ト か ら help setver と タイ プ し 
て 、 ヘ ルプ を 表示 し て くだ さい 。 


款 生 ・ ある プロ グラ ム が DOS で 実行 で きる か どう か に つい て は 、 そ の ソフ トウェア 
の 供給 元 へ お 問い 合わ せく だ さい 。 プ ログ ラム に よっ て は 、SETVER コ マン ド を 使っ 
て バー ジョ ン ・ テ ー ブ ル を 変更 し た 場合 に 正しく 実行 で きる か どう か を 、IBMI で 確認 
し て いな いも の も あり ます 。 ソ フト ウェ ア の 供給 元 に その プロ グラ ム と DOS と の 互換 
性 に つい て 確認 を し な いま ま 、DOS の バー ジョ ン ・ テ ー ブ ル を 変更 し て プロ グラ ム を 
実行 させ た 場合 、 デ ー タ の 破壊 また は 損失 、 ま た は シス テム の 不安 定 化 を 招く 可能 性 が 
あり ます 。 そ の 場合 、IBM で は 責任 を 負え ませ ん の で ご 了承 くだ さい 。 





セッ ト ア ッ プ 時 に 表示 され る メッ セー ジ 
セッ ト ア ッ プ ・ プ ログ ラム の 実行 中 に 次 の いずれ か の メッ セー ジ が 表示 され た ら 、 表 中 
の 説明 を 参照 し て くだ さい 。 


ドラ イブ C の 現行 の す オペ レー ティ ング ・ シ ス 
テム は DOS (2.1 以 上 ) と は 見 な され ませ 
ん 。 


以下 の 非 互 換 TSR プ ログ ラム が 1 つ 以 上 検出 
され まし た 。 プ ログ ラム を 停止 する か 、 
CONFIG.SYS お よび AUTOEXEC.BAT フ 
ァイル か ら 削 除 し て か ら 再 び セ ッ ト ア ッ 

・ プ ログ ラム を 実行 し て くだ さい 。 


FASTOPEN.EXE 


DESOVIEW 


TASK SWAPPEK 
WINDOWS 


まち が っ た バー ジョ ン の DOS を 購入 され た 
可能 性 が あり ます 。 UPGRADE 版 を 導入 す 
る に は 、 前 の バー ジョ ン の DOS が すでに 導 
入 さ れ て いる 必要 が あり ます 。 


ディ スケ ッ ト か ら 再 始動 し て SETUP を 実行 
する か 、CONFIG.SYS お よび 
AUTOEXEC.BAT フ ァイル を 編集 し て 問題 
の TSR プ ログ ラム を 取り 除き 、 プ ログ ラム 
を 停止 させ ます 。 DOS シ ェ ル の タス ク ・ ス 
ワッ パー を 使用 可 に し た 状態 で の DOS シ ェ 
ル の 中 か ら 'Shift+F9' を 使用 し て 呼び 出し た 
DOS コ マン ド ・ プ ロン プ ト 上 、 ま た は 
Windows の DOS ボ ックス 上 か ら は 、 セ ッ ト 
アッ プ ・ プ ログ ラム は 起動 で きま せん 。 
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付録 A. 特記 事項 


本 書 で 言及 され る IBM* 製 品 、 プ ログ ラム 、 ま た は サー ビス の な か に は 、 日 本 で 発表 さ 
れ て いな いも の も 含ま れ ま す 。 こ の こと は 、 弊 社 が これ ら の IBM 製品 、 プ ログ ラム 、 
また は サー ビス を 、 日 本 で 発表 する 意図 が ある こと を 示す も の で は あり ませ ん 。 


本 書 で 、IBM 製 品 、 プ ログ ラム 、 ま た は サー ビス に 言及 し て いる 部 分 が あっ て も 、 当 

該 製 品 、 プ ログ ラム 、 ま た は サー ビス の み が 使 用 可能 で ある こと を 意味 する も の で は あ 
り ま せん 。 こ れ ら に 代え て 、IBM の 知 的 所 有 権 を 侵害 する こと の な い 、 機 能 的 に 同等 

の 製品 、 プ ログ ラム また は サー ビス を 使用 する こと が で きま す 。 た だ し 、IBM に よっ 

て 明示 的 に 指定 され た も の を 除き 、 こ れ ら の 製品 、 プ ログ ラム 、 ま た は サー ビス の 評価 
お よび 検査 は お 客 様 の 責任 で 行っ て いた だ きま す 。 


本 書 で 解説 され る 主題 に つい て IBM が その 特許 権 (特許 出願 を 含む ) を 所 有 し て いる 
こと が あり ます 。 本書 は 、 こ れ ら の 特許 権 に つい て 、 実 施 権 、 使 用 権 等 を 許諾 する こと 
を 意味 する も の で は あり ませ ん 。 実施 権 、 使 用 権 に 関す る 照会 は 、 下 記 の 宛先 に 、 書 面 
に て 行っ て くだ さい 。 
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IBM ワー ルド トレ ー ド アジ ア コー ボレー ショ ン 
コマ ー シ ャ ル リレー ショ ンズ 


本 書 中 、 星 印 (⑮) の 付い て いる 以下 の 用 語 は IBM Corp. (米国 ) 社 の 商標 で す 。 


OS/2 パー ソナ ル シ ス デム /65 
Personal System/2 DS/39 
PS/2 XGA 


本 書 中 、 二 重 星 印 (**) の つい て いる 以下 の 用 語 は 他社 の 商標 で す 。 


Addstor Addstor, Inc. 

Central Point Backup Central Point Software, Inc. 

Delete Sentry Central Point Software 

DoubleSpace Microsoft Corporation 

Microsoft Microsoft Corporation 

MSCDEX Microsoft Corporation 

MS-DOS Microsoft Corporation 

PC Card Personal Computer Memory Card 
International Association 

PCMCIA Personal Computer Memory Card 
International Association 

PenDOS Communication Intelligence Corporation 

Phoenix Phoenix Technologies, Ltd. 

Stacker Stac Electronlcs 

SuDerStor Addstor, Inc. 
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SuperStor/DS 
Windows 


Addstor, Inc. 
Microsoft Corporation 


索引 


日 本 語 、 英 字 、 数 字 、 特 殊 文 字 の 順に 配列 され て いま 
す 。 な お 、 濁 音 と 半 潤 音 は 清音 と 同等 に 扱わ れ て いま 
す 。 
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圧縮 ドラ イブ 
DOS を 導入 する 18 
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導入 
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